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はじめに
　本稿は、インドネシア、バリ島の集落トゥルニャ
ンを対象として、主に2003年 9月 6、8～ 10日の延
べ4日間の現地調査をふまえ、その生活空間のモノグ
ラフを綴ることとしたい。
１　山上集落
1-1　活火山とカルデラ
１）トゥルニャンの位置
　バリ島は面積約5,600m2、日本における四国の愛媛
県ほどの小さな島である。島の中央部分には標高
3,142mのアグン山をはじめとする活火山が帯状にい
くつも連なっており、平野部は南部にやや広がるも
のの島の大半は山岳および丘陵地である（Fig.1 ）。こ
のようなバリ島の火山帯の中に、大噴火の痕跡であ
る大規模な外輪山やカルデラ湖をもつバトゥール山
（標高1,717ｍ）がある。今回取り上げる集落トゥル
ニャンは、この活火山のカルデラ内部、いわば山上
に立地している。
　集落の標高は千数十ｍほどで、前面（西側）はカル
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デラ湖であるバトゥール湖の穏やかな水面に、背後
（東側）は外輪山の切り立つ急斜面に囲まれており、
岬に挟まれた小さな入江にトゥルニャンは立地して
いる（Fig.2、3）。標高が高いことに加えて東側の斜
面が日照を遮るために、平野部にくらべて日照時間
が短く昼夜の温度差は大きい。耕作などに決してよ
いとはいえない自然環境に依拠して、火山のなかに
トゥルニャンはある。
２）外輪山
　トゥルニャンやバトゥール山を訪れるには、平野
部から山に向かって尾根道をひたすら登り、バ
トゥール山の外輪山上にあるキンタマーニやペネロ
カンををめざすことになる。現在の州都デンパサー
ルなどがあるバリ島南部の中心地からは、尾根道が5
本ほどあり、いずれも外輪山上を走る道にたどりつ
く。一方、かつてオランダの統治時代は北部のシン
カラジャが中心地であり、当時からすでに行われて
いた、バトゥール山の雄大な景色、カルデラの内部
で乗馬を楽しむ観光などは、主として北部から通じ
る尾根道が用いられていた。このようにバトゥール
山やその外輪山に向かうには、島の南部と北部から
の大きく２つの登り方がある。
　今回、我々が出発したバリ島中南部のウブッから
はレンタカーで走ること1時間弱、約30キロの道の
りである。島南部で一般的な棚田の風景がしばらく
続くが、途中から水田が見られなくなり、植生など
とともにしだいに風景が変化していく。気温が徐々
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Abstract:This monograph describes the socio-space of Trunyan in Bali Island as a result of the field survey.
The mainly clarified points are as follows: 1) It is the fundamental feature of the village on the mountain to
be approached from south and north of Bali Island, and to be accessed by lake and overland. 2) The charac-
teristic of the village space is arranged from the alley, the living open-space, and the dwelling. 3) The life on
Trunyan  is  not developed only in the field but also in the lake.
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に低くなり、外輪山上のペネロカンでは人の服装に
上着が加わっている。ペネロカンからは、広大なカ
ルデラの中にバトゥール山が悠々と裾野を広げ、そ
の脇にバトゥール湖が俯瞰できる。ここから高低差
数百メートルほどの急激な外輪山の斜面を下ると、
バトゥール湖畔のクディサンの船着き場にたどりつ
く。
３）船着き場
　船着き場は塀で囲まれており、我々はその入口で
駐車料金の支払いを求められた。数軒の土産店があ
るものの、他に観光客は見られない。車を降りると
同時に、待ちかまえていた物売りやマッサージおば
さんに取り囲まれることとなった。ここはトルニャ
ンなどの湖畔集落への船運の基点である同時に、観
光客のための船着き場でもある。桟橋近くにはコン
クリート造の事務所があり、その前に立つ大きな看
板に細かく設定されたチャーターボートの料金が表
示されている。観光客は概ね一艘20万ルピアの高額
を支払うことで、バトゥール湖遊覧やトルニャンの
墓地（風葬であるために頭蓋骨が置かれていること
で有名である）などを観ることができる。この船着
き場から北東方向に屋根らしき集まりが見え、トル
ニャンがさほど遠くはないことがわかる。
４）湖畔の道
　このようにトゥルニャンに入るには、現在は主に
湖から船を用いることが一般的であるが、今回の調
査では、クディサンから地図上に記載があった湖畔
の道をたどり、船ではなく陸路でのアプローチを試
みた。バトゥール山や水面を左手にしながら手入れ
の行き届いた畑の中をしばらく走る。道沿いには集
落バウハン、しばらくして集落アバンを抜ける。そ
のあたりで道路のアスファルト舗装が途絶え、土の
道となり、崖を越える険しいところもある。アバン
の先1キロほどの岬（トルニャンの南２つ目の岬）ま
で来ると、その先は湖岸沿いに大きな石がごろごろ
としており、自動車の通行は不可能であった。やは
り、陸路でトゥルニャンの本体に入るには、崖を越
える道を徒歩で行くしかないことがわかる。このあ
たりの湖畔はすでにトゥルニャンに属すとのことで
あるが、湖畔に広がる畑の中に家がばらばらと点在
している。
５）案内人
　トゥルニャンを歩くには、案内してくれる人とう
まく出会うことが重要である。クディサンの船着き
場から船をチャーターしても、集落内を歩くと
チャーター料とは別に集落の案内人にガイド料の支
払いが必要となる。今回は数日間集落を歩きまわる
ことが目的であり、それにも対応してくれる理解の
ある人と出会う必要があった。ここに来るまでにも、
すれ違った人々から、幾度となく声をかけられた。湖
畔の道は一本道であるため、我々外人がトルニャン
をめざしていることは一目瞭然であり、彼らはガイ
ドすることを望んでいたのである。
　車の周りにはすでに畑の中に住む人々があつまっ
ており、すかさず船賃の交渉が始まった。後でガイ
ド料金が加算されるなどの不安はあったが、一番熱
心に交渉する男とこの畑の中の村からトゥルニャン
まで、往復8万ルピアで話がついた。こうして我々は
陸路でのトゥルニャン入りをあきらめ、さほど遠く
はないこの場所から船でトゥルニャンに入ることと
した。
1-2　２つの碑文
　山上といった厳しい自然的条件にもかかわらず、
トゥルニャンを含むバトゥール湖周辺は、バリ島の
中でも特に古い居住の歴史を有している。今だ不明
Fig.1 The location of Trunyan on Bali Island Fig.2 Lake Batur and Trunyan
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な点も多いが、既往文献（1）（2）（3）などから遺物の発見
や史実、そして集落の伝承について概観しておきた
い。
1）遺物にみる先史時代
　バリ島の先史時代について、バリ島北部丘陵や
トゥルニャンがあるバトゥール湖東南岸で、バリ島
最古の人類の遺構が見つかっている。この粗雑な礫
核石器と同形式のものは、ジャワの新人のワジャク
人が使っていたのではないかといわれており（吉田、
1992、p.17）、古くからこの辺りに人が居住していた
ことを示している。
　そしてその後の時代は、バリ島各地に石造文化（巨
石文化）や金属器文化の存在を示す遺構などが数多
く確認されている。トゥルニャンではその寺院内に
約4Ｍの石像＝ダ・トンタDa Tontaが現在も残ると
され、先史時代の石造文化との関係をしめす遺構と
して特に注目されている（John、1996）。
2）碑文による初期の歴史時代
　西暦の紀元をすぎたころから東南アジアではイン
ド文明の影響がおよび、例えば文字の使用をもたら
すこととなる。
　バリ島では西暦882年から942年にかけて残された
一群の碑文が、最古の史料として判読されている。こ
れらはバトゥール湖岸およびそこから少し南に下っ
たあたりに見つかっている（吉田、1992、p.21）。そ
のうちの一つには、912年にある集団がダ・トンタを
祀る寺院を建立した由が記されており、その碑文は
現在もトゥルニャンの寺院に保管されている（プ
トゥ、1994、p.346）。そして、これらの碑文が発見さ
れた場所や使われた文字などから、中部ジャワの
シャイレンドラ朝やその流れをくむ東部ジャワ勢力
がバリ島の北海岸から入り、その影響がバトゥール
湖岸などの地域におよんだものと推察されている
（吉田、1992、p..21-22）。
3）南部（バリ・ヒンドゥー文化）からの影響
　トゥルニャンなどの北部の歴史を捉えるためには、
対置される南部やその関係についてもふれる必要が
ある。
　バリ島の南部では、西暦916年の年号を記した石柱
や碑文が発見されており、島の南部からシュリヴィ
ジャヤ系の勢力が入ったと考えられている。その勢
力が覇権を確立していく中で、ペジェンを中心とし
てワルマデワ王朝が栄え、東ジャワの王宮やヒン
ドゥー教とのつながりを強めることとなる。このワ
ルマデワ王朝は約400年近く続くが、14世紀には東
ジャワのヒンドゥー王朝マジャパヒト王国からの侵
攻を受け、その後にマジャパヒトの流れをくんだ王
宮がサンプランガン、ゲルゲル、クルンクンに順次
遷都する。17世紀から18世紀にかけてはクルンクン
王朝のほかに７つの主な小王国が成立し、各地での
支配を確立している（吉田、1992、p..22-28）。
　北部地域は、こうした南部を中心とした王宮の勢
力と無関係にあったわけではない。例えば、14世紀
ごろには南部のゲルゲル王朝が派遣したパンジ・サ
クティ将軍によってバトゥール湖畔の村々が勢力下
におかれたなど（プトゥ、1994、p.347-348）、北部地
域はバリ南部のヒンドゥー勢力から度々侵攻を受け
てきたことも歴史が示すところである。
　以上のように、トゥルニャンを含むバトゥール湖
周辺は、先史時代から人が住みついていた。歴史時
代においては、北から入ったジャワの勢力とのかか
わりがあり、ジャワ・ヒンドゥー王朝とかかわりが
あるバリ南部に展開した王朝とはその出自が異なる
とされる。その後はバリ南部の王朝などの勢力下に
おかれるなど、度々バリのヒンドゥー文化の影響を
受け続けてきたと思われる。すなわち、２系統の碑
文が示すことなどから、現在のトゥルニャンの生活
文化には島の北部から入った勢力、後には南部のバ
リ・ヒンドゥー勢力の影響が作用しているのではな
いかとみることができよう。
1-3  トゥルニャンの起源伝承
　さて、トゥルニャンを考えるためには、この集落
に伝えられる興味深い物語にも触れておくべきであ
る。ジェイムス・ダナンジャヤが採取した、集落の起
源にまつわる女神の伝説（プトゥ、1994、p.341-346）
を要約して示したい。
　天界にいた女神が、ただよって来るいい匂いの元
を見つけようと地上に降りてきた。女神はいい匂い
のする樹があるその地にとどまり住み着いた。その
ことに腹を立てた太陽新スルヤは、女神を辱めよう
と遠くから交わった。女神は妊娠し、兄と妹の双子
を産んだ。女神はふたりが成長するのを待った後に、
彼らを残して再び天界に帰っていった。（物語は、
ジャワのソロの王族が登場しさらに続く）。
　ソロ王の四人の子供（男が3人で一番下は女）がい
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Fig.3 View of Trunyan from south hill
い匂いの元を探してやってくる。一番下の王女は、バ
トゥール湖の南でこれ以上ついていけないとそこに
とどまる。3人の王子は前進するが、次に一番若い王
子がクディサンにとどまることとなり、さらに二人
のうちの弟のほうがドゥクー（現在のアバン・ドゥ
クー）にとどまる。こうして、長男は一人で旅を続
け、崖を乗り越えて東の端（トゥルニャン）にまで
やってきた。そうしていい匂いを発する樹にたどり
着く。
　そこには、かつてここに降り立った女神の娘が樹
をまもっていた。そこで王子はこの娘を妻とするこ
ととし、ソロの王国の制度を導入して治めることと
した。ソロの王は、別の者がいい匂いに惹かれて進
入してくることを恐れ、樹を倒すことなく匂いを止
めるために死者の遺体を樹の根元に放置することと
する。ソロ王の霊は、トルニャンの最高神＝ダ・トン
タ（われわれの神）として祀られるようになる。その
後、トゥルニャンにもヒンドゥー教の影響がおよぶ
ようになり、バリの他の地域の神々の呼び名にあわ
せて、ラトゥ・サクティ・パンチュリン・ジャガット
という名がダ・トンタに冠せられるようになった。
　このような物語は、集落の儀礼の際に演じられて
いるが、無言劇であるために物語の細部は語り伝え
られる家によって少しづつ異なるとのことである。
　また、トゥルニャンという名前の由来については、
トゥルン・ヒャン＝降りる・神々、また、タル・ム
ニャン＝樹（バリ語の丁寧語）・よい香り、といった
語源によるなどと伝えられている。
　このような伝承はあくまで言い伝えではあるもの
の、先述した史実とのかかわりから、この物語に次
のようなことを読みとることもできるだろう。すな
わち、既に人が住んでいたところに、ジャワからの
勢力（おそらく島の北から入ってきたジャワ勢力）が
侵攻し、今のトゥルニャン治めたのではないか。ま
た、このときの侵攻は、湖から船を用いて入ったの
ではなく、バトゥール湖畔の険しい崖を乗り越えて
陸路を進んできたのではないだろうか。
２　空地の集住
2-1共同の施設
１）プラ・ダディア
　畑の中の村から、手こぎの船で静かな湖面をゆっ
くりと進むと、30分ほどしていよいよトルニャンが
見えてくる。切り立つ斜面に囲まれた入江に、勾配
の緩やかなトタンや茶色っぽい瓦屋根の建物が並ん
でいる。その手前にわずかに畑があるが、傾斜にそっ
て山裾まで建物が建て詰まっているようにみえる。
集落の中央部分に桟橋が見えたが、船はそこではな
く集落外れの畑に着けられた。我々は何となくこそ
こそとトルニャンに上陸した。
　まず、ガイドが我々をつれて行ったのは、集落の
山手にあるプラ・ダディア（拡大家族の寺）である。
その寺の中央に祖先が祀られている石の祠があり、
我々はなぜ石なのかと興味を持つ。そこには、あら
かじめお札が供えられている。我々がお供えする様
子を、いつの間にか現れたおじさんがその脇で見
守っていたりする。
　トゥルニャンに所属する人々は、必ずいずれかの
親族集団としてのダディアに属し、各ダディアはそ
れぞれプラ・ダディアを持っているようである。こ
うしたプラ・ダディアは、集落の南部の山手に多く
みられ、また、集落中央部の一部にもまとまってみ
ることができる（Fig4）。それらの規模は比較的大き
なものから小さなものまでがみられ、それらの配置
からは、山手においてしだいに数を増やしてきたの
ではないか、また、一つを二つに分割したものもあ
るように思われる。
　ヒヤリングによると、この集落のダディアの数は
15とのことであるが、今回の踏査によりダディアの
寺と確認したものが25ほどあり、その対応関係につ
いて現状では不明である。また、具体的なダディア
を例示すると、ダディア・ラトゥ・カムラン・パセッ
（Dadia Ratu Kamulan Pasek）は約70家族400人で構
成され、これにペネロカンの家族を合わせると200家
族以上になるという。ダディア・ダレム・ダサー／デ
ワ・グデ（Dadia Dalem Daser / Dewa Gede）は約100
家族とのことである。この２つのダディアは、前者
が北側のバニヤン、後者が南側のバニヤンを所有す
ることから主要なダディアと思われる。現在のバン
ジャール・トゥルニャン（行政的な枠組みとしての
村、調査時点で家族数214、人口786人）に住む人々
の他にも、トゥルニャンのダディアに属す人々がか
なりいるようで、例えばトゥルニャンの背後の山の
裏側、バトゥール湖畔の村や外輪山に位置するペネ
ロカンなど、集落外の広い領域に及んでいる。
　このようにダディアといった社会的な単位と、プ
ラ・ダディアという空間は、少なくとも現状におい
て、単純に相関する関係にはないようであり、ダディ
アはかなり複雑な組織として存在しているように思
われた。
２）寺院
　山の斜面がせまる山手に集落の主な施設は配置さ
れている。ダ・トンタ（Bhatara Da Tonta) が祀られる
ラトゥ・サクティ・パンチュリン・ジャガット寺院
（Pura Dewa Ratu Gede Pancering Jagat)（Fig. 5）には、
その北部山手を占める大規模な敷地に驚かされる。
もう一つの集落の寺院はやや南側の山手に位置する
グデ・カジャ寺院(Pura Dewa Gede Kaja)であり、ここ
からは集落の屋根並み、バトゥール湖、形姿のよい
バトゥール山がよくみえる（Fig. 6）。2つの寺院とも
にその背後に住居はなく、集落の山手端となる。ま
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バリ島・トゥルニャンの生活空間モノグラフ
た、ラトゥ・サクティ・パンチュリン・ジャガット寺
院の内部とグデ・ガジャ寺院から少し下ったところ
には、大きく幹を広げるバニヤンの樹がある。これ
らは集落の伝承にあるよい香りのする樹ではないよ
うであるが、集落のランドマークとなっている。よ
い香りのする樹は集落の近辺にはなく、山の中にあ
るのだという。その他には行政機関であるカントー
ル・デサ、学校などがラトゥ・サクティ・パンチュリ
ン・ジャガット寺院に近接してあり、南部山手に現
在閉鎖されている旧医院がある。
　ところで、　ラトゥ・サクティ・パンチュリン・ジャ
ガット寺院に通じている路地はセメントブロックな
どで舗装され、湖畔にはコリ・アグンと呼ばれるバ
リ様式の門（したがってトゥルニャンの様式ではな
い）やコンクリート製の桟橋がつくられており、寺
院への軸線を強調していると見ることもできる。し
かし、舗装や門などは政府の援助により近年つくら
れもので、本来からそこにあったのではない。また、
他のバリアガ（原バリ人・山岳バリ人）集落ではバ
レ・アグンは集落の空地（帯状空地）の中にあること
が多く、現在バレ・アグンを取り込んで大規模に囲
んだ寺院の塀の一部は、元からのものではないとも
思われる。この縦の路地から北側は、比較的新しい
街区（あくまで聞き取りによるが、およそ35年ほど
前につくられた）であり、その山手の行政機関や学
校なども元からあったとは考えにくい。
　したがって、集落の北部は、高台にある北に向か
う方向をもつ寺院のみがあり、その湖岸側の空地や
集落の施設、畑などが広がっていたところに、後に
住居や施設などがつくられたと推測することができ
る。このように集落北部の寺院などは、かなり改変
されたものであると思われる。ここでの寺院は一見
すると特に目立つ存在であるのだが、この集住空間
の意味を考える際には、先のプラ・ダディアと同様
にさほど重視すべきではないように思われた。
2-2　路地
　トルニャンに入ってまず感じるのは、路地の狭さ
である。人がようやくすれ違えるほどの路地は、開
口部のない建物の壁、加えて隣接する敷地の石積み
に挟まれており、路地というよりも隙間といった方
がよいのかもしれない（Fig.7)。視界があまり利かな
いために、たとえ地図があったとしても位置の同定
が難しいだろうし、どこを歩かされているのか分か
らない怖さがある。住居敷地には基本的に塀がなく、
突然に人と出くわしたり、どこからかの視線を感じ
ることもしばしばである。　
　今回、集落全域をくまなく歩き回り、集落の空間
構成図（Fig. 4）をつくってみると、はじめに感じた
ほどに複雑ではないことがわかる。集落は背後の山
に向かって傾斜しており、その湖から山に向かう方
向に縦の路地（これを縦路地と呼ぶこととする）は
合計8本もあるが、この縦路地をつなぐ主な横の路地
は中央部分に走っているのみで、縦の路地をつなぐ
横方向の道らしい道がほとんどないのである。しか
し実際には、我々を案内したガイドや集落の人々は、
主な路地以外にところどころに通ることが出きる建
物と建物の隙間を知っており、あみだくじをたどる
かのように歩くものだから混乱させられていたので
ある。また、この縦の路地は周囲より低いことから、
降雨時には排水路となるに違いない。豪雨に際して
は、８本ある縦の路地は川のようなって湖に通じる
のである。
　集落内で位置を確認するには、時々見える湖や背
後の山、その方向をもった縦路地を常に意識するこ
とが肝心である。すなわち、この縦の路地が集住の
ための空間的な基準となっている。
2-3　中庭空地
　ここでは住居などの建物の集合の仕方を、より少
し詳しくみてみたい（Fig.8）。
　住居は主に寄棟形式の建物であり、棟の向きを揃
Fig.6   View of Mt.Batur from village Fig.7    The allay to
                 mountain-lake
Fig.5    Pura Dewa Ratu Gede
             Pancering Jagat
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中庭空地
え、すべての住居は入口を中庭空地にむけている。す
なわち中庭空地を挟んで両側に同一方向の建物が２
列に並ぶことで空間的なまとまりをつくっている。
これは、平野部などの一般的なバリの集落にはみら
れない構成であり、また、ニアス島や他の東南アジ
アにみられ、ヒンドゥー化以前のものとされる平行
二列型の集落プラン（4）に通じるとみることもでき
る。
　ここでは、このような空間的まとまりは、横向き
のものと縦向きのものの２種類が認められた。横向
きの空間的まとまりの中庭空地は基本的にフラット
である。中庭空地の北側の奥には祠が置かれること
があり、その背後は石垣などの強い塀ではないが、簡
単な柵などにより閉じている場合が多い。このよう
に横向きの空間的まとまりは南入りが基本であり、2
列に並ぶ建物と中庭空地を維持しつつ、北への方向
性をもつ。したがって、この空間的なまとまりは先
述した縦の路地により南側で連続しているとみるこ
とがきる（Fig.9）。また、この空間的まとまりの内部
にダディアの寺は認められず、山手にあるいずれか
と関係しているようである。一方、中央部の一部に
認められる縦向きの空間的まとまりでは内部に段差
があり、その中庭空地が山側の奥にあるダディア寺
に向かっているために、山への方向性を感じること
ができる。近年のダディアの寺は、RC造の建物2階
にも見られ、その場合、ダディアの寺は頭上に位置
することとなる。
　このような中庭空地を中心とした空間的なまとま
りは、おおむね同じダディア（拡大家族）に属すもの
と推測できるので、いくつかのまとまりにおいて、ど
こまでが同じダディアであるのかを聞いてみること
とした（Fig.8）。空間的まとまりを小分けにして複数
のダディアに属している場合、また空
間的まとまりを越えて同じダディアに
属す場合、さらには集落外の人々と関
係している空間的まとまりもあるよう
である。やはり、このようなダディア
という社会的なまとまりを、現状の空
間実態との対応から見いだすことはむ
ずかしい。しかし、中庭空地を中心と
した空間的まとまりは、かつてはダ
ディアなどといった何らかの社会的な
単位と対応していたとも考えることが
できる。
　ここでの集住において、中庭空地を
維持し、個々の住居によって中庭空地
を囲むことは、極めて重要な特質であ
ろうと思われる。空地が個々の家を
しっかりとつなぎ、また、その空地は
路地といったもう一つの空地を介し、
他の中庭空地と結びついているのであ
る。
Fig.8 The actual situation of the dwelling units in south area
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Fig.9  The relation between living open-
             space and alley
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2-4　一棟住居　
　次に、住居とその平面構成をみることとする。こ
こでいう住居とは、基本的に一家族が住まう一棟の
建物をさす。伝統的な構造形式は、石積みの基壇の
上に、木造（一部高床）軸組の架構が屋根を支える平
屋建ての建物である。基壇と同様な石積みの壁が入
口を除いた３方に立つが、基本的にこの壁は屋根加
重を受け持っていない。
　このような基本形式はおおむね維持されているが、
現在は建て替えによる材質などの変更がかなり見か
けられる。屋根は草葺きが少なくなっており、セメ
ント瓦やトタン葺きがかなりみられる。石積みの基
壇や壁はその上からモルタルを塗り込め、白や青系
のペンキで仕上げるものも増えているようである。
また木造の軸組ではなく、RC造の柱とセメントブ
ロック積の壁を用い、その壁体に木造の小屋組を架
けるものも一部にみうけられた。
　住居内の平面構成について、横向きの空間的まと
まりの山手側、西入り（湖側から入る）の伝統的住居
を図（5）に示す（Fig.10）。12本の柱により内部空間は
6分割され、神聖な位置（山手や北方向）には、神聖
な寝台やランガタンという神棚が付けられ、プナピ
とよばれるかまどが湖側かつ南側に位置する。出入
口前の軒下にはナタnatahと呼ばれる空地が基壇上に
とられている。建物には基本的に窓がなく、明るい
外から中に入ると、しばらくはなにも見えないほど
に暗い。そこではかまどの火をお年寄りが見守って
いたりする。壁と屋根のわづかな隙間で換気してい
るようだが、内部の梁や屋根裏はすすで真っ黒と
なっている。トゥルニャンでは、朝晩特に冷え込む
ため、かまどの暖は欠かせないように思われる。図
の住居には寝台が３つあるが、一つの寝台に身を寄
せ合って寝ることが一般的であり、一棟の住居に多
くの人が住まうことができる。
　ところで、住居にはかまどがあっても食卓といっ
たものはない。食事は個々で行われ、時間や場所は
定まっていない。食べているところを人から見られ
たくないのか、女性がこっそりと中庭空地の隅で食
事していたりする。炊事は、主に住居内のかまどの
あたりで行われるが、皿洗いなどは中庭空地で行っ
ているのを見かける。水は近くの井戸や湖から汲み、
住居内のカメなどに汲み置きしているが、湖岸で食
器洗いや洗濯する風景を見ることもできる。また沐
浴（水浴）は、主に湖岸で行っているようである。こ
のように、生活は住居内のみならず外部空間にも広
がっている。特に住居前の中庭空地は人が通る場所
であるとともに、私的な生活空間であるともいえる
であろう。一部の路地はごみや時には糞尿などで汚
いこともあるが、中庭空地はきれいに掃かれ、手入
れが行きとどいている。生活の展開をみても、やは
り中庭空地が個々の住居をつないでいるといえる。
　さて、先に触れたように、住居の向きは横と縦の
向きがあり、それぞれは中庭空地を介して対面する
ように住居入口があるために、合計４つの住居タイ
プが考えられる（Fig.11)。そのうちの3つについて確
認した結果（残る一つは事例が少なく、想定したも
のを図中点線で示す）、おおむね神聖な位置（山手や
北方向）には、神聖な寝台やランガタンという神棚
が付けられ、プナピとよばれるかまどが湖側かつ南
側に位置する。
　また、先に２列に建物が並ぶといったが両者が必
ずしも対等にあるのではないく、そのうちの横向き
の空間的まとまりでは山手側、縦向きの空間的まと
まりでは北側の住居がより重視されているのではな
いかと思われる。なぜなら、それらの向かい側の列
に、ワルン（小店）や小屋などの住居以外の建物、ま
た基本形式を一部改変した建物が比較的多くみられ
たからである。
　このような一棟住居は、たとえ材質や構造が変化
しても、おおむねその平面構成は維持されており、現
在のバリ島で一般的な方位軸とは異なった、kaja=山
の方向（東）およびKangin（北）を重視する方位観
にもとづく強い空間規範を感じることができる。
Fig.10  The plan of traditional dwelling Fig.11  The planning model of dewellings
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3-1  湖＝イカン・ジャイル
　ある集落の人は、どうしてこんなところに密集し
て人が住んでいるのかという素朴な問いに、湖の水
があり、魚が捕れるからといった。バトゥール湖で
はイカン・ジャイルと呼ばれる魚がとれる。朝夕に
は丸太をくり抜いた船で水面をたたきながら魚を網
におびき入れる姿をよく見かけた。漁をするのは主
に男性であるが、女性や子どもも起用に船をこぐこ
とができる。湖は生活空間の一部であり、そのため
に船は不可欠である。くり抜き船につかえる樹木は、
このあたりで見られないようにも思うが、どうして
いるのか疑問がのこる。ワルンで出会ったある漁師
は、漁は夜中に湖岸ではなく湖の中ほどで大きな魚
を狙うという。大きいものは朝の市場で高く売れ、観
光客が増えるシーズンにはさらに値が上がるとのこ
とである。
　我々がワルンで食事を頼むと、決まって揚げたり
煮たりしたイカン・ジャイルがご飯に添えて出され
た。平野部の集落ではよく見られる豚や鶏はここで
は見ることがなく、まれに祭りに際して鶏を食べる
とのことだが、日常生活ではこのイカン・ジャイル
が貴重なタンパク源となっている。
3-2  畑＝バワン・メラ
　いま一つの生業として、バワン・メラという赤い
色をした小さな玉ねぎのような根菜の耕作がある。
かつて陸稲がとれていたが、過去の噴火によりとれ
なくなったとのことである。現在のトゥルニャンの
本村に耕地は少ないが、周囲の入江や山の裏側に多
くの耕地がある。トゥルニャン本体に住居を残した
まま、耕地の中に仮の家をつくったり、また完全に
移り住む人もいる。トゥルニャン周囲の入江には
もっぱらバワン・メラが栽培され、そのほかはトウ
モロコシや野菜類などがわずかに見られる程度であ
る。バワン・メラは、1週間ほど小屋のなかで陰干し
た後に出荷され、1キロ数千ルピアほどになる。密集
して建物が建つトゥルニャンにもこの干し小屋が散
見され、周囲に点在する各家にはこの小屋をみるこ
とができる。バワン・メラの長方形の畑は湖岸から
傾斜しており、湖岸は美しく手入れされた畑がビッ
シリと敷き詰められている。朝早くから湖水をポン
プで汲み上げホースで水をまいている。このポンプ
はヤマハやホンダといった日本製であり、現在の耕
作にとって不可欠な道具となっている。ただし、水
が届く範囲に限りがあるようで、山手に近づくほど
にこの畑は少なくなる。
　風景には花などの色合いも少なく、畑の緑と土や
山肌の茶色が主要なものとなっており、我々が見慣
れている平野部の集落のように、そこかしこに果物
がとれ、米が年２～３回とれることとは大きく異っ
ている。一見すると豊かな土地であるとはどうして
も見えないのだが、広く周囲の湖や山を活用してた
くましく生活を展開させているのである。
3-3  観光
　漁や畑作以外の主な現金収入は、観光によること
が大きいと思われる。我々の滞在中、祭りのために
クタ（バリ南部の海辺観光地）から帰省していた若
者に出会ったし、以前は観光地で働いていたという
何人かとも話をした。また、そもそもトゥルニャン
自身が風葬で有名な伝統的な村として、その評価は
ともかく、観光ガイドブックに記載されている。観
光客に集落を案内したり、家をみせて謝礼を受け取
るのである。我々もはじめはしつこく付きまとわら
れ、集落の閉鎖性や人々のしたたかさに戸惑いもし
たが、一度認知された後は人々の笑顔にも触れるこ
とができた。
　我々はトゥルニャンに属す畑の中の村から主に船
で行き来したが、その度に交渉し最初の出会った男
やその仲間に料金を支払った。もちろん、彼らの協
力や親切がなければ今回の調査は成り立たなかった
のであるが、彼らとしては元手のいらない臨時収入
となったことであろう。今回、畑の中の家を一日4万
ルピアで借りた。その持ち主はバワン・メラを生業
とする働きものであるが、かつてドイツ人を泊めた
ことがあり、将来はゲストハウスにしたいとも言っ
ていた。ただしシャワーやトイレがなく、夜の冷え
込みは相当なもので、サービス面の改善はそう容易
なことではない。ともかくも、一部に観光にかかわっ
て稼いでいる人がいて、また特に若者は稼げること
に強い魅力を感じているようである。
　今のところ孤立しているために、観光が生活空間
に及ぼす影響はさほどではない。しかし数年後には、
トゥルニャンの南側から自動車が入ることのできる
陸路の敷設が予定されており、今後は観光の力が大
きく作用する可能性もある。バリ・ヒンドゥー勢力
に対して大きくは変わらなかったトゥルニャンに、
観光という新たな勢力がすぐそこまで押し寄せてい
る。
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